令和元年度第１回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年７月８日（月）午後１時～

２　場所　大阪市立大学（杉本キャンパス）学術情報総合センター 10階会議室
３　出席委員　馬場委員長、髙嶋委員、田辺委員、戸部委員、眞下委員
４　議事内容
公立大学法人大阪市立大学平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に係
る評価について
· 事務局より今年度は前年度の業務実績に関する評価に加え、法人統合により第三期中期目標期間が平成31年3月末をもって終了したことから、第三期中期目標期間に係る業務実績評価の審議も合わせて行う旨の説明があった。
· 法人から、資料３－１から３－８に基づき、平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績等について報告が行われた後、質疑応答、小項目評価についての審議が行われた。
　　＜主な意見＞
· 「博士課程教育リーディングプログラム」が今回で終了するということであるが、後継の事業はないのか。又は類似のプログラムへの応募は行うのか。
⇒継続的な事業があれば応募することになるが現在後継の事業は見つかっていない。
· 産学連携分野について、民間企業との共同件数・受託研究件数や外部資金獲得総額が年度計画の達成水準を大幅に上回っており、特許出願件数が未達成であることをもって自己評価３としているが、モチベーションアップにも繋がることから、４の評価でもいいのではないか。
· 「世界展開力強化事業」に採択されたことは公立大学では唯一であり、単年度評価は４でいいのではないか。
· コンプライアンス研修の参加者が少ない理由として、外部講師との日程調整により教職員の参加し辛い日程となったようであるが、研修への参加手段を工夫されてもよかったのではないか。
新法人の業績評価手法について
· 今回は消滅法人の業績評価であり、従前の様式・評価基準・手法を継続して行ったが、次年度は新法人として一つの様式・基準・手法のもとで進めていく必要がある。
· 事務局を中心に新法人としての様式・基準・手法を検討していくが、単一基準の作成に向け、委員の皆様から評価手法等に対するご意見・ご指摘をいただきたい。
· それらを参考に単一基準の検討を行っていく。
以上
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